
４ 共有化のバックボーンとなる空間データの整備方法に関する研究 

 
 効果的な減災を実現するためには，各自治体においてある程度標準化された空間データが整備

されていることが不可欠である．ところが，各自治体の既往のデータ整備状況は様々であり，ま

た市街地特性や災害履歴も自治体毎で異なる．そこで本研究ではまず，各自治体の既往データを

把握し，整備水準の検討を行う．次に基盤データ整備に関するケーススタディーを行って，問題

点の抽出と改善策の検討を行い，これらの結果を反映させて自治体の基盤データ整備に関するマ

ニュアルとしてまとめる．この空間データ整備方法は，減災情報共有プラットフォームで取り扱

われる空間データを構成するものとなる．本研究では以下の４項目を検討し，検討はすべて建築

研究所によって行われる． 
 

 

図 4-1 減災情報共有のイメージ 
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表 4-1 本研究を構成するサブ研究テーマと研究担当機関 

節 サブ研究テーマ名 研究担当機関 

4.1 空間データの整備状況に関する調査研究 

4.2 市街地の特性と災害履歴に基づくデータ整備地域の分

類に関する研究 

4.3 減災に活用される地理情報に関する研究 

4.4 情報共有のための基盤となる地理情報の整備手法に関

する研究 

建築研究所 
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